
人
間
国
宝
　
荒
川
豊
蔵
の
偉
業

　

人
間
国
宝
の
陶
芸
家
・
荒
川
豊
蔵
は
、
昭

和
５
年
、
久
々
利
大
萱
牟
田
洞
で
４
０
０
年

前
の
志
野
の
筍
絵
陶
片
を
発
見
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
志
野
や
瀬
戸
黒
な
ど
の
桃
山

陶
が
瀬
戸
（
愛
知
県
）
で
焼
か
れ
て
い
た
と

い
う
陶
磁
史
の
定
説
を
覆
す
大
発
見
で
し
た
。

　

そ
の
後
豊
蔵
は
こ
の
地
に
移
り
住
み
、
制

作
技
術
の
途
絶
え
て
い
た
志
野
を
再
現
し
ま

す
。
豊
蔵
は
こ
れ
ら
の
功
績
か
ら
、
昭
和
30

年
に
「
志
野
」
と
「
瀬
戸
黒
」
の
技
術
保
持

者
と
し
て
人
間
国
宝
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

資
料
館
周
辺
を
整
備
中

　

か
つ
て
美
濃
桃
山
陶
を
育
ん
だ
歴
史
、
そ

し
て
荒
川
豊
蔵
の
偉
業
を
伝
え
る
た
め
、
市

は
荒
川
豊
蔵
資
料
館
周
辺
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

豊
蔵
の
居
宅
や
陶
房
、
敷
地
内
な
ど
を
整

備
し
、
当
地
を
訪
れ
た
人
に
豊
蔵
の
暮
ら
し

て
い
た
こ
ろ
の
雰
囲
気
を
感
じ
取
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

整
備
は
、
平
成
29
年
３
月
に
完
成
す
る
予

定
で
す
。

居
宅
を
一
時
的
に
公
開

　

今
回
、
旧
荒
川
豊
蔵
邸
に
つ
い
て
は
修
理
・

補
強
が
完
了
し
た
た
め
、
左
記
の
日
程
で
一

時
公
開
し
ま
す
。

　

当
時
の
雰
囲
気
を
再
現
し
た
居
宅
を
訪
れ
、

志
野
再
現
に
挑
ん
だ
豊
蔵
の
心
象
を
感
じ

取
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

公
開
日
に
は
、
荒
川
豊
蔵
資
料
館
も
無
料

で
入
館
で
き
ま
す
。

公
開
日　
３
月
18
日（
金
）～
21
日（
月
）、

　
　
　
　

３
月
25
日（
金
）～
27
日（
日
）

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

問
合
先　
可
児
郷
土
歴
史
館
☎
�
０
２
１
１

見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

期
日　
３
月
25
日（
金
）

時
間　
①
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　

②
午
後
１
時
～
３
時

※
10
分
前
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

集
合
場
所　
市
役
所
正
面
玄
関

定
員　
各
30
人
（
先
着
順
、
要
事
前
申
込
）

参
加
費　
無
料

申
込
・
問
合
先　
観
光
交
流
課

豊
蔵
作
の
茶
碗
で
楽
し
む

呈
茶
サ
ー
ビ
ス

　

一
時
公
開
期
間
に
合
わ
せ
て
開
催
す
る
３

館
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
荒
川
豊
蔵
資
料
館
、

可
児
郷
土
歴
史
館
、
兼
山
歴
史
民
俗
資
料
館
）

で
は
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
な
ど
す
て
き
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
全
館
を
巡
っ
た
人
は
、
特
別
企
画

の
呈
茶
サ
ー
ビ
ス
に
応
募
で
き
ま
す
。

期
日　
４
月
11
日（
月
）

時
間　
①
午
後
１
時
30
分　

②
午
後
２
時
30
分

場
所　
旧
荒
川
豊
蔵
邸
（
久
々
利
）

定
員　
各
４
組
（
１
組
２
人
、
抽
選
）

申
込
期
間　
３
月
18
日（
金
）～
27
日（
日
）

問
合
先　
可
児
郷
土
歴
史
館
☎
�
０
２
１
１

上：縁側で花を生けている

豊蔵（昭和47年ごろ）

中（座敷）：生前の床の間に

は豊蔵愛蔵の軸が飾られ

ていました。

左下（茶室）：憩いの場として、

豊蔵が最も大切にした場

でした。

右下（掘りごたつの間）：豊蔵

は、下張りに古文書が貼

られたふすまを面白がっ

て使っていたそうです。

旧荒川豊蔵邸 一時公開
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